大妻中学・高等学校についてのインタビュー－学校改革の取り組みを中心に－ by 増田 稔 et al.
武庫川女子大学教育研究所　研究レポート　第47号　101－125
Research Report，No .47 Mukogawa Women’s University
Institute for Education, 2017．（別刷）
大妻中学・高等学校についてのインタビュー
－学校改革の取り組みを中心に－
An Interview on Otsuma Junior and Senior High School：
An Example of School Reforms in Changing Society
増　田　　　稔＊　
安　東　由　則＊＊






































大妻学院は、大妻コタカ（明治 17 ＝ 1884 年生）が、1908（明治 41）年に 24 歳で裁
縫・手芸の私塾を開設したことに始まる。大正 8 年に私立大妻実科高等女学校併設し、
1921（大正 10）年には私立大妻高等女学校とした。さらに昭和 17 年には大妻女子専門
学校の設置が許可された。
第二次大戦後は、1947（昭和 22）年に新制大妻女子中学校、翌 48 年には大妻女子高
等学校が設立され、さらに 1949 年に大妻女子大学（家政学部）が、翌 1950 年には短期
大学部が設置された。1972（昭和 47）年には大学院も設置される。中学及び高等学校で
は、1988（昭和 63）年に大妻多摩高等学校を開設（中学は 1993 年）するとともに、他
学校法人との合併を行った。
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今日、大妻学院は大妻中学高等学校をはじめ 4 つの中学・高等学校と、大妻女子大学・
短期大学・大学院を擁する総合学園となっている。2016（平成 28）年度時点で、4 つの
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大妻中学・高等学校についてのインタビュー
日　　時：2016（平成 28）年 12 月 8 日
場　　所：大妻中学・高等学校
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1989（H1） 1990.3 394 86 0.218 200 0.508 83 0.211 25 0.063
1990（H2） 1991.3 414 76 0.184 214 0.517 72 0.174 52 0.126
1991（H3） 1992.3 375 108 0.288 140 0.373 94 0.251 31 0.083
1992（H4） 1993.3 273 86 0.315 88 0.322 65 0.238 31 0.114
1993（H5） 1994.3 277 81 0.292 48 0.173 84 0.303 58 0.209
1994（H6） 1995.3 316 72 0.228 49 0.155 140 0.443 55 0.174
1995（H7） 1996.3 277 77 0.278 39 0.141 126 0.455 41 0.148
1996（H8） 1997.3 273 69 0.253 20 0.073 142 0.520 42 0.154
1997（H9） 1998.3 249 57 0.229 6 0.024 163 0.655 23 0.092
1998（H10） 1999.3
1999（H11） 2000.3
2000（H12） 2001.3 260 30 0.115 4 0.015 183 0.704 36 0.138
2001（H13） 2002.3 266 35 0.132 2 0.008 185 0.695 41 0.154
2002（H14） 2003.3 258 30 0.116 1 0.004 180 0.698 35 0.136
2003（H15） 2004.3 260 32 0.123 1 0.004 172 0.662 52 0.200
2004（H16） 2005.3 266 30 0.113 1 0.004 185 0.695 46 0.173






この 1 年前、1988 年度になるのでしょうか。そのとき、1 クラスに 50 人の生徒がい
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増田　そうです。当時、1 学年に 8 クラスあったんです。1 クラス 50 名で 8 クラスです
から、学年で 400 名程度です。そのうち、1 クラスだけ受験クラスがあったんです。
安東　もう受験クラスがあったんですね。
増田　B コースと呼んでいました。いわゆる理系が中心になるようなクラスになっていま
した。この理系クラスですが、高 2 から高 3 に上がるとき、外の大学に出ることを
選択してクラス編成をするんです。外の大学に出ていった者のうち、だいたい 50 人
ぐらいは B コースの人たちですが、その他に 30 数人は外に出ていきました。その他
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増田　変わっておらず、中学は 280 名です。当時 6 クラスでしたから、1 クラス 45 人。
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表 2．大妻学院傘下の 4中学・高等学校の略年表





























　 但し、2013 年に法人合併するまでは別法人で、この 2 校は誠美学園が運営していた。
安東　高校からの募集のない、完全な中高一貫校ですね。













場合には家庭科と、例えば化学の評定が 3.5 以上であれば、全体が 3.0 に足りなくて
もオーケーだよというように、いろんな抜け道がありました。結局、少し評定が低い
子でも何とか短大あたりには入れてあげるというのが、進路指導においてなんとなく
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この 1994（平成 6）、1995（平成 7）年頃には、まだ大妻の 4 年制大学に進学する
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比率は結構高かったですね。この後の 2000 年頃から、AO 入試が導入されて 4 年制
大学にも大きな波がきて、進学のあり方が変わってきたところがあります。新しい校
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て、大妻中高 0.8％、大妻中野 11.3％、大妻嵐山 24.4％と、かなり色合いが違います
ね。私が調べたところ、大妻多摩は、10％前後でしょうか。他大学進学では、大妻





















１）「入ればラクできるはもう古い：多様な進学に対応する付属校」『サンデー毎日』2016 年 9 月 25 日号
２）嘉悦女子中学校・嘉悦女子高等学校が、2006 年に共学化して改称
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増田　中学を中心に、例えば中 1 のときに担任が 1 組から 7 組からまで決まると、大体
その先生たちが 2 年生、3 年生と上がっていきますね。よほど病気とか自分の事情で
退職なさる場合以外は必ず上がっていって、中 3 から高 1 になるときに、多い学年
だと半分ぐらいが残り、少ない学年だと 2 人くらいになりますが、高校の先生と入








増田　昔とは違うのですが、今は中 1 から中 2 に上がるときに 1 回変わります。中 2・中
3 は一緒。中 3 から高 1 に上がる時点で変わり、そこから先は選択科目の関係で高 1
から高 2、高 2 から高 3 では全部クラス換えがあります。
安東　高 1 までは、理系進学の人も文系の人も混ざっているということですか。
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学年で成績が真ん中の生徒たちが受験をした場合に、MARCH（明治、青山学院、
立教、中央、法政）に 7 割、8 割通るぐらいの学力レベルを目指しています。
表 3．大妻高等学校の主要大学の合格者数（過去 3年）
学校名 2015 年度 2014 年度 2013 年度 学校名 2015 年度 2014 年度 2013 年度
京都 1 － 1 慶應義塾 19 22 23
一橋 3 1 － 早稲田 37 60 66
東京工業 1 2 － 上智 24 46 42
筑波 1 6 9 法政 62 71 49
埼玉 － 1 2 明治 51 68 72
千葉 3 5 2 立教 74 68 88
お茶の水 2 － 5 青山学院 33 40 40
東京医科歯科 1 1 3 学習院 20 24 18
東京外国語 4 6 8 中央 17 19 18
東京農工 1 2 2 国際基督教 1 3 2
首都大学東京 3 4 3 日本女子 35 58 64
防衛医科 1 － 1 津田塾 7 7 17




高いところは 3 日目の試験日で、定員が 40 人ですから、ちょっと難易度は高めには
なっていますが、それでも 60 はいかないです。1 番手あたりの学校とは少し差がつ
いた状態です。そのあたりの偏差値帯で入学し、入学から 6 年たって、早稲田に














D09259_69002261_増田稔.indd   120 2017/07/06   14:59:58













すが、文学部や外国語部などいわゆる文学系が 3 分の 1、法や経済などの社会科学系
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